
課題②
（様式３－２－②）

課題名②

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課
題であるか 1 3 0

・農家が今困っていることに寄り添った取り組みを。
・茶農家には必要な課題とは思うが、種子島全体として
はどうかなと感じた。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか 1 3 0 ・対象農家の意見が分かればよかった。

③関係機関とうまく連携して活動
しているか 2 2 0

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか 1 3 0

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 2 2 0

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 0 4 0

⑦他の課題や他農業者、地域への
波及性があるか 2 2 0

⑧結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 2 2 0

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

所属名： 熊毛支庁農政普及課

活動体
制・活動
方法

活動の
波及性
と改善

・独特な品種のため、波及性が乏しい。
・変化に対応した指導を強化してほしい。

令和７年度外部評価会　集計表（農業者）

種子島茶産地の維持・発展に向けた取り組み支援

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言

課題②
（様式３－３－②）

課題名②

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上、重
要な課題であるか 2 2 0

・昨年から価格が高騰し情勢が変化しているが、
課題についてはこれまでどおり取り組むべき。
・生産者が減少しており、重要な品目である。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか 2 2 0

・技術・経営面的に大切であり、設定は概ね適当。
・転換期のお茶に期待できるので、適切。

③関係機関と連携して活動して
いるか 3 0 1

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか 3 1 0

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 3 1 0

⑥農業者や地域・産地等の育成
や成長に効果が上がったか 3 1 0

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか 3 1 0

⑧他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか

2 2 0

⑨結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 2 2 0

活動体制・
活動方法

・活動に対しては、適当と考えるが、実施にあたっ
て連携が取れていたかは疑問。
・関係機関と連携できている。

・関係機関・団体等と連携した取組の強化を図
る。

活動の
波及性
と改善

・茶業を取り巻く情勢は、大きな転機を迎えてい
るため、良い波及になれば良い。

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

所属名： 熊毛支庁農政普及課

活動の
成果

・農家が取組によって、どのように考えているか
発表だけではわからないが、成果につながていて
ほしい。
・今後、有機転換に向け、期待している。引き続き
取り組んでほしい。

令和７年度外部評価会　集計表（関係者用）

種子島茶産地の維持・発展に向けた取り組み支援

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言



熊毛支庁農政普及課 鎌田 1

「種子島茶の産地」の維持・発展に
向けた取組支援

明治時代の茶畑
(西之表市古田地区)

種子島の茶の生産状況

【特徴】

・日本一早い「走り新茶」の産地

・種子島特有の希少品種が多い
松寿，くりたわせ，しゅんたろう
しまみどり，みねゆたか 他 2

（令和６年度，ha，t）

荒茶
生産量

栽培
面積

31872西之表市

5318中種子町

1415南種子町

385
(1.4%)

105
(1.3%)

計
(県内率)

●：島内の主な茶園所在地

引用：令和６年度鹿児島県茶業振興対策資料



○収益性
種子島特有の極早生品種を中心に，日本一早い「走

り新茶」産地として，高単価を獲得してきた。

しかし近年は，市況低迷に伴い「走り新茶」の優位性
が低下し，単価の下落が続く。

（県茶市場の種子島産一番茶価格：直近５か年平均約1,500円）

○生産管理
気象の変化，高齢化，労働力不足，経費高騰により，

従来の生産管理が困難。

→ 収量・品質の低下が懸念。

○情勢
近年，緑茶の海外需要は高騰（特に抹茶・有機茶）。
ただし，種子島で取り組む生産者は少ない。 3

種子島の茶経営について 【現状】

4

種子島の茶経営について 【課題】

○生産環境の変化に対応した生産技術の向上，
収益性の安定確保

○労働力不足への対応

○新たな茶種・生産方法への取組

○種子島茶のさらなる消費拡大



課題解決策

5

対象：市町茶業振興会，熊毛地区茶業推進協議会

連携：市町，ＪＡ，経済連，農業開発総合センター 他

○一番茶収益性の安定確保に向けた生産技術の向上

【活動１】 収量・品質向上への技術指導

○労働力・人材確保等の取組支援

【活動２】 大規模経営体・法人の経営改善に向けた
協議支援

○新たな茶種・生産方法への取組支援

【活動３】 有機栽培への転換支援

○種子島茶のさらなる消費拡大支援

【活動４】 種子島茶PR活動の支援

【活動１】 収量・品質向上への技術指導

一番茶製造講習会
巡回指導

荒茶共進会で品質評価 6

○巡回・研修会
【茶園管理】

気象条件に伴う栽培状況を
確認し，対策を提案

【荒茶製造】

市場入札情報（市場評価）に
基づき，品質改善に繋げる

会員同士の製品を比較評価し，
品質向上を図る
（Ｒ７は紅茶も実施）



(地上高)

【活動１】 収量・品質向上への技術指導

段階的更新のイメージ

7

○技術実証（例：段階的更新による樹勢強化）

対象：樹勢低下茶園，長期未更新茶園

目的：樹勢回復・強化

最適枝条位置への切下げ幅が大
きい場合に生じる翌年減収の抑制

方法：２年かけて段階的に深刈りを実施

樹勢回復により，収量・品質向上が期待される

従来更新位置

従来更新位置は
２年目に

１年目は従来更新位置より浅く，
活性の高い枝条を整枝

配布資料に，その都度必要な情報・
対策，実証成果等を掲載

茶園管理・荒茶製造技術の向上による品質改善

8

○情報提供

振興会等で情報提供

☆成果

【活動１】 収量・品質向上への技術指導



【活動２】 大規模経営体・法人の経営改善に向けた協議支援

○労働力確保対策（外国人材派遣）

情報提供，マッチング

受入の状況確認，実績の整理

派遣受入事例発表

9

【大規模経営体Ａ】

○法人化の検討

専門家派遣による検討

経営状態を客観視，判断視点を習得

派遣活用の成果・反省点を整理

→ 導入事例として他経営体へ周知

☆成果

☆成果

専門家との意見交換

【活動２】 大規模経営体・法人の経営改善に向けた協議支援

視察研修

労働力
研修会

10

経営研修会

【組合法人Ｂ】

○法人の持続的運営に向けた体制の見直し

茶園（管理労力）維持には・・・

共同管理による労働力共有

会社化による資産共有

就業者確保に向けた情報発信
の重要性を認識



○制度・事業活用支援

有機ＪＡＳ認証（情報提供）

転換補助事業（申請内容検討）

11

○生産管理指導

栽培状況確認・対策指導

病害虫・生育・土壌調査

生産技術情報提供

使用可能資材情報（管理暦掲載など）

有機栽培勉強会

有機栽培実践：３戸 → ６戸へ

☆成果

【活動３】 有機栽培への転換支援

有機栽培勉強会

有機転換による収益性変化の見通し例

項目

荒茶単価は約500円/㎏高※1

 → 年約15万円/10aの向上

農薬費は約9,000円/10a低減※2

肥料費は約4,000円/10a増加※2

除草作業負担が増加

※1:R7県茶市場実績　※2:熊毛支庁農政普及課R6試算

慣行との比較

負担

売上

PR販売会への出展

12

○消費者へのPR支援

リーフレット作成

生産者がPRする機会づくり

市町振興会が支援体制を継続

小学生への
お茶の淹れ方教室

明治から紡がれる茶の歴史

種子島の茶業は，明治時代に静岡県からの移
住者によってもたらされました。
先人達の開拓精神と感謝の想いは現在も紡が
れています。

3
The h istory of ou r tea since the Meiji Era

明治時代の茶畑

日本一早い新茶の島

一番茶の摘採が３月下旬頃から始まり，
「日本一早い新茶」として全国へ届けら
れます。

1
Th e islan d with the earliest new tea 
harve st in J apan

種子島は，平均気温19.8℃，年間降水量約2,500㎜の亜熱帯性気候ですが，内陸部は標高200ｍ級の丘陵性
の山地が連なり，霧深い山間地帯となっています。また，吹き抜ける海風がミネラル分を運んできます。島
の豊かな風土により，美味しく香り高いお茶がつくられます。

Tan egashima has a subtropic al clim ate with an a verage tempe rature  of 19.8°C  and an annual rain fall of  
about 2,500 m m, bu t the inland  area is  a series of hilly mount ains  with an altitude of 20 0 m, and  it is a 
mountain ous  area in a heavy fog. In ad dit ion , the sea breez e that blows  th rough brin gs minerals. Th e 
rich  climate o f the island m akes for de licious and  fragrant tea.

種子島茶 Tanegashima Tea

希少な品種を栽培

温暖な気象条件を生かし，極早生品種「松
寿」をはじめ，種子島特有の希少な品種が
栽培されています。

2
C ultivating rare  varieties

深い霧に包まれた茶畑
A green tea field shro ude d in a heavy fog

【種子島の生産者紹介】

生産者名 生産者からのメッセージ 連絡先 商品例

種子島松寿
園

　４代 目が品種登録した「 松寿」はヨ ー
ロッパ にも進出しており,コンクー ルでも
高い評 価を得, 人気レスト ランでの取 り

扱いも あるほどです。現在 は５代目が 経
営継承 し,商品開 発に取 り組んでい ます。
ぜひ,当園 の商品 をご試 飲下さい。

西之表市古田
1101番地

0997-23-8477

https://t-shoujuen.jp/

松下製茶

　有機 JAS認証を 取得し ，種子島に しかな
い希少 品種で和紅茶『松寿 』『くりた わ
せ』な どこだわり商品多数 。自然との 共

生を大 切に, 持続可能なお 茶作りに取 組
んでい ます。無農薬・無化 学肥料・無 除
草剤で 育てたお茶をぜひお 試し下さい 。

西之表市古田
1101番地
0997-23-8134

http://www.

matsushita-seicha.com

射場貴大茶
園

　種子島でしか栽培されていない品種
「松寿」「くりたわせ」などシングル
オリジンのお茶を９種類取り扱い，独
自で配合，製茶してブレンドし，どれ
もスッキリとした黄金色で湯温によっ
て様々な味を楽しめます。

西之表市古田
1004番地7

0997-23-8368

射場（勇）
製茶

　独自 のブレンドで爽やか な香りにコ ク
と程よ い甘味，苦味のある 一番茶の最 高
級の新 芽を使用した『特上 ブレンド煎

茶』や ，青葉の爽やかな香 りにほのか な
甘味と 渋みの少ないサラッ とした飲み 口
の緑茶 『なんめい』が人気 です。

西之表市古田
955番地
0997-23-8845

yabukita955
@giga.ocn.ne.jp

坂本茶業

　種子 島で栽培，製造，販 売を一貫し て

行って いる小さな茶農家で す。
　一部 有機栽培にも取り組 んでおり， 今
後は全 圃場有機栽培に取り 組みたいと
思って おります！
　安心 ・安全・美味しいお 茶を飲んで も
らいた いです。

西之表市古田
1074番地11
0997-23-8068
oimoland
@outlook.jp

川口製茶

  種子島の当園にしかない「えなみど
り」は, 希少価値の高い当園オリジナ
ルの渋みの少なめでまろやかな味わい
です。
 「さえみどり」やレアな「しゅんたろ
う」などもあります。

西之表市古田

1101番地20
0997-24-7018

（農）種子
島茶生産組
合

　202 4年2月に組 合設立 50周年を迎 えまし
た。明 治末期に種子島の地 に静岡の地 か
らお茶 栽培を伝えた先人た ちの教えの も

と，百 有余年の歴史と共に ，組合員相 互
の技術 研鑽をなしながら， 一丸となっ て

多品種 の荒茶生産に取組ん でいます。

西之表市古田1100-55番地
0997-23-8517

山浦製茶

　太平洋をのぞむ台地で11品種の多様
なお茶を栽培し自社工場で製造してい
ます。一部有機栽培の取り組みも開始
いたしました。普通煎茶の他に，『べ
にふうき緑茶』『棒ほうじ茶』等も販
売しています。

【やまうら農園】

中種子町坂井2093-287
090-4997-1907

yamaura.shop-pro.jp/

（令和６年１０月　熊毛地区茶業推進協議会発行）

【活動４】 種子島茶PR活動の支援

https://t-shoujuen.jp/
http://www.


○県・全国茶品評会への出品支援

13

良品生産技術の習得・向上

→ 【県大会】入賞継続

【全国大会】玉露部門に出品

出品茶生産管理指導

【県大会】

評価向上を図る

【全国大会】

玉露部門への出品支援

出品茶製品

☆成果

【活動４】 種子島茶PR活動の支援

今後の課題

14

明治から紡がれる「種子島茶の歴史」を

継承していけるように・・・

○一番茶収益性の安定確保に向けた生産技術の向上

・収量・品質向上技術の地域波及

○労働力・人材確保等の取組支援

・大規模経営体・法人の経営改善に向けた協議（継続）

○新たな茶種・生産方法の取組支援

・有機栽培茶の安定生産

○種子島茶のさらなる消費拡大支援

・種子島茶PR活動の支援（継続）


